
２　全体計画

（１）一人一人のよさを認め，伸ばす学校

（２）みんなが力を合わせ，たくましく前進する学校

家庭・地域との連携 関係機関との連携

１　はじめに
　　本校はこれまで，いじめは，いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し，その心身の健全な成長及び人格の形
　成に重大な影響を与えるのみならず，その生命または，身体に重大な危険を生じさせるおそれがあるものであることを鑑み，
　組織的に様々な取組を行ってきた。平成２５年６月２１日に「いじめ防止対策推進法」が成立し，鹿児島県からも「いじめ防
　止基本方針」が示されたことを受け，本校も改めて「瀬戸内町立池地小中学校いじめ防止基本方針」を策定し，これまで以上
　に，いじめ問題に対して学校・保護者・地域等と連携を図りながら，解決に向けた取組を行うこととした。

　＜目的＞
　　いじめを未然に防止し，いじめまたはその兆候を認知した場合は，学校組織と
　してその解決に取り組む。

　＜構成＞
　　管理職（校長，教頭）・生徒指導主任・学級担任・養護教諭・スクールカウン
　セラー・その他必要に応じた関係者及び外部専門家
　　（学校評議員，民生委員，医師，警察OBなど）

○県教育委員会
○町教育委員会
○警察署
○児童相談所
○町民生活課
○町保健福祉課
○スクールカウンセラー

いじめ防止対策委員会

１　職員体制
　（１）生徒指導事例研修（月１回実施）での情報交換
　（２）全職員への情報の共有化
　（３）連絡体制

２　いじめの防止・・・児童生徒・保護者への啓発
　（１）全校集会，朝や帰りの学活での講話，学活や道徳での授業を実施
　（２）学期ごとに「いじめ問題を考える週間」の設定
　（３）全校児童生徒でいじめ防止に向けた標語・ポスターの作成
　（４）児童生徒・保護者向けの生徒指導通信による情報発信，啓発活動

３　いじめの早期発見・・・いじめの実態把握，即対応
　（１）表面上は見えにくいことを意識して，日常の観察にあたる。
　（２）定期的ないじめアンケートの実施（年３回：６月・１１月・２月実施予定）
　（３）学級・学年の実態に応じた不定期なアンケート調査の実施（学校楽しぃーとなど）
　（４）チャンス相談を大いに活用する。
　（５）生活の記録や日記から，児童生徒の実態を読み取る。
　（６）傍観者から協力者（仲裁者）を作る。学校の温かい雰囲気づくりに努める。

４　いじめに対する措置・・・被害児童生徒，加害児童生徒，保護者への対応
　（１）「いじめは絶対に許さない」という職員の毅然として一貫した態度を示す。
　（２）被害児童生徒とその保護者に十分理解を得た上で，学校と保護者・地域が連携して，いじめの早期対応を図る。
　（３）被害児童生徒の心のケアを第一に考える。
　（４）加害児童生徒とその保護者に対して「いじめたという行為」の事実の確認をし，指導にあたる。
　（５）関係機関との連携を密にとる（報告・連絡・相談を密に取り合う）。

【いじめの定義（H25～）】
　「いじめ」とは，児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生
徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって，当該行為の対象となった児童生
徒が心身の苦痛を感じているもの。」とする。

いじめ防止の取組

○学級PTA
○PTA全体会
○各集落区長
○学校評議員会

【学校の取組】

瀬戸内町立池地小中学校　いじめ防止基本方針

（１）常に子どものことを考え，信頼される教師

めざす子ども像

（２）課題をもち，分かる授業を追求し，日々
　　研修に努める教師

「い」いきいきと学び，ふるさとの自然や文化を
　　　誇り，大切にする子ども（やる気）

「け」元気で粘り強い子ども（根気） （３）保護者・地域に信頼され地域と共にある学校

学　校　教　育　目　標
　ふるさとを愛し，進んで考え，他を思いやり，最後までが
んばる池地の子どもの育成

めざす学校像

「じ」自他の命と心を大切にし，素直な子ども
　　（素直）

（３）豊かな人間性と協調性をもち，率先垂範す
　　る教師

めざす教師像



 　イ　対応の流れ

３ いじめ防止等の池地小中学校の取組
（1）未然防止
 　ア　未然防止に関する基本的考え方
　　　「いじめは，どの学級でも起こりうるものである。」という基本認識にたち，全ての児童が「安心・安全」に学校
　　生活を送ることができるように，未然防止に努める。未然防止を充実させるため，下記の３点を未然防止に関する基
　　本方針とする。
　　○　教児共に，「いじめを許さない，見過ごさない」雰囲気づくりに努める。
　　○　児童一人一人の自己肯定感を高め，自尊感情を育む教育活動を推進する。
　　○　日頃から児童観察と情報の共有に努める。
　 イ　いじめの未然防止への具体的な取組
　　① 道徳や特別活動等をとおして，児童の好ましい人間関係を築く（教育課程への位置付け）。
　　② いじめは絶対に許さないという教職員の姿勢を示す。
　　③ いじめは許さないという自分の意志によって行動がとれるよう指導する。
　　④ いじめを見て見ぬふりをしないよう指導する（教育相談・アンケート等にいじめ情報収集項目の挿入）。
　　⑤ 一人で悩まずに，家族・学校・友達・関係機関等に相談するよう指導する。
　　⑥ いじめについて考える場を計画的に設ける（道徳・特活等を中心に，いじめをテーマとした授業の実施）。
　　⑦ 行事等をとおして，学級・学年・学校の集団の連帯感を深める。
　　⑧ いじめ解決に向けた，児童の主体的な活動を支援する。
　　⑨ 「いじめ防止啓発強調月間（ニコニコ月間）」・「いじめ問題を考える週間」の実施
 　　・　児童生徒に対する啓発活動
 　　・　児童生徒のいじめ等の実態把握（SOS シート・学校楽しぃーと・教育相談）
 　　・　いじめ問題に関する職員研修の実施
　　⑩ 保護者に対する啓発活動（学級通信・学校だより 等）
　　⑪ 地域と連携した活動の推進（いじめ防止についての地域への広報・啓発 等）
　　⑫ 評価・改善
（2）早期発見
 　ア　早期発見に向けた心構え
　　① 全ての大人（教職員・保護者・地域の方など）が連携し，児童のささいな変化に気付く力を高める。
　　② いじめは大人の目に付きにくい時間や場所で行われたり，遊びやふざけあいを装って行われたりするなど，大人
　　　が気付きにくく判断しにくい形で行われることを認識する。
　　③ ささいな兆候であっても，いじめではないかとの疑いを持って，早い段階から関わりをもつ。
　　④ いじめを隠したり軽視したりすることなく積極的にいじめを認知する。
 　イ　早期発見に対応する組織
　　① 生徒指導事例研修
　　② 生徒指導部会
　 ウ　早期発見への具体的な取組
　　① 情報の集約と共有（生徒指導事例研修・生徒指導部会）
　　② 調査の実施
 　　・　SOS シート（各学期）
 　　・　学校楽しぃーと（６月・１２月）
　　③ 相談体制の整備（教育相談：年度当初に全家庭，必要に応じて毎週木曜日放課後）
　　④ 相談事業の周知（SC・SSW）
（3）対応の在り方
 　ア　いじめが認識された場合の対応の基本
 　 ① 組織的な対応を行う。
     ・　学級担任だけで抱え込むことなく，学校長以下全ての教職員で対応を協議し，的確な役割分担をしていじめの
　　　 問題解決にあたる（いじめ対応チームの編成）。
　　 ・　事実の聞き取りは原則複数で行い，情報の窓口は一本化する。
　　② 学校は，直ちにいじめを受けた児童やいじめを知らせてきた児童の安全を確保する。
 　　・　情報提供者に被害が及ばないよう配慮して指導にあたる。
　　③ いじめたとされる児童に対して事情を確認した上で適切に指導する。
　　 ・　情報収集を綿密に行い，事実確認をした上で，加害児童には毅然とした態度で指導にあたる。
　　 ・　観衆・傍観者の立場にいる児童に対しても，いじめているのと同様の行為であることを理解させ，指導する。
　　④ 家庭や教育委員会への連絡・相談や，事案に応じて関係機関と連携する。
　　 ・　いじめが重大な事態と判断された場合には，学校内だけでなく，関係機関，専門家と連携，協力して対応にあ
　　　 たる。
　　 ・　家庭との連携をいつも以上に密にし，学校側の取組について情報を伝えると共に，家庭での様子や交友関係に
　　　 ついての情報を集めて指導に生かす。
　　 ・　いじめられた児童の保護者に対しては，事例が解決した後も事後経過の連絡，情報交換を定期的に行う。
　　 ・　学校評議員や，ＰＴＡ等地域の関係団体等と，連携強化を推進し，必要に応じて協力を依頼する

いじめ情報

の入手 正確な報告

いじめ対応

チームの編

成

正確な事実

把握

具体的な対

応



４ 重大事態への対処
（1）重大事態の意味
　 ア　「生命，心身または財産に重大な被害が生じた疑い」
　　① 児童が自殺を企図した場合
　　② 身体に重大な傷害を負った場合
　　③ 金品等に重大な被害を被った場合
　　④ 精神性の疾患を発症した場合等を想定
　 イ　「相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑い」
　　　→年間３０日を目安。一定期間連続して欠席しているような場合などは迅速に調査に着手
 　　※ 児童や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申立てがあったときは，重大事態が発生したものとし
　　　て，報告・調査等に当たる。
 (2) 重大事態の発生の報告
   ア　重大事態を認知した場合，学校は町教育委員会を通じて，直ちに町長へ報告する。
　 イ　全校体制による緊急対応
 　　　学校の「いじめ防止対策委員会」は，以下の対応について緊急対応策に基づき，チームを組織し，町教育委員会と
　　 連携して全校体制で対応する。
　　① 事態の状況把握，情報収集，情報整理
　　 ・　児童の状況確認と支援・指導，児童・保護者・教職員の心のケア
　　 ・　ＰＴＡ・警察などとの連携（校長・教頭を中心に）
　　② 町教育委員会による緊急指導・支援
 　　　町教育委員会と緊密な情報連携を図り，町教育委員会から以下の内容等の指導・支援を受ける。
　　 ・　情報確認，情報収集．情報整理などの係る必要な指導
　　 ・　臨床心理相談員やスクールカウンセラーなどの緊急派遣等の人的支援
　　 ・　県教育委員会や警察などとの連携に係る支援 等


